
 

 

２．日本人の中高齢者において現存歯数が少ないことは栄養素摂取低値および 

血清アルブミン低値と関連している：NIPPON DATA2010 からの知見 
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NIPPON DATA 2010 研究グループ 

 

【目的】 

オーラルヘルスは食事の質と関連していると考えられ、社会経済的地位（socioeconomic status ：

SES）はオーラルヘルスと食事の両方に影響を与える。本研究の目的は、SES を考慮して、歯数と

食事摂取、栄養バイオマーカーとの関連を明らかにすることである。 

 

【対象と方法】 

NIPPON DATA2010 のうち 50 歳以上の 2049 人のデータについて横断的に分析した。残存歯数

は年齢別に四分位でカテゴリー化した（Q1~Q4）。共分散分析を用いて、歯数別の食事要因の調整
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平均値と 95％信頼区間を求めた。さらに SES で層別化した分析も実施した。 

 

【結果】 

Q1 群（歯数最少）は Q4 群（歯数最多）に比べ、穀類の摂取量は 31g 多く、野菜類、肉類の摂

取量はそれぞれ 30g、8g 少なかった。歯数が少ない者では炭水化物摂取量が多い一方、蛋白質、

ミネラル（カリウム、マグネシウム、亜鉛）、ビタミン（ビタミン A・E・B1・B6、β-カロテン、葉

酸）、食物繊維の摂取量は少なかった。血清ヘモグロビンの調整平均値は Q1 で低かった。また、

歯数と食事摂取との関連は、SES が低い者でより顕著である傾向が見られた。 

 

【考察】 

本研究では先行研究と同様に歯数の少なさが食事摂取と関連していることが明らかにされた。

歯数の少なさと野菜類・肉類の低摂取との関連は概ね先行各研究で共通している。一方、欧米で

はパンは噛みにくい食品に分類されているが、本研究では日本の先行研究と同様に歯数の少なさ

は穀類摂取量の多さと関連していた。 

また本研究では歯数の少なさは、肉類・蛋白質摂取量低値とともに、血清アルブミン低値と関

連していた。血清アルブミン低値は高齢者ではフレイル、サルコペニアや死亡の修飾可能な危険

因子であるため、これらの予防の観点からも、歯数と肉類・蛋白質摂取量低値、血清アルブミン

低値との関連は注目される。 

さらに、歯数の少なさと栄養状態の低さとの関連は SES の低い者でより顕著であった。日本で

は入れ歯の使用は公的医療保険でカバーされているが、入れ歯の使用率が SES により異なること

が指摘されている。本研究では入れ歯の使用状況を考慮できなかったが、入れ歯を含めた歯科的

管理を推進することで、歯数が少なく SES が低い者の食事の質を改善できる可能性がある。 

 

【結論】 

 日本人の中高年者において、歯数が少ないことは栄養素摂取および血清アルブミン低値と関連

しており、この関連は SES が低い者で顕著である傾向が見られた。 
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